
苫小牧市公共交通協議会

○地域公共交通の課題
・路線バス利用者の減少や燃料油脂類 高騰に伴う赤字路線の増加
・赤字路線の増加や乗務員不足による減便に伴う利便性の低下
・重複路線や複雑な経路に伴う非効率な運行

○調査の主な内容
・苫小牧市におけるバス路線網再編方向性の整理
・バス路線の再編シミュレーションの実施
・苫小牧市地域公共交通計画（案）の策定
・協議会の開催

○地域公共交通の現況
・ＪＲ室蘭線、千歳線、日高線

(錦岡駅、糸井駅、青葉駅、苫小牧駅、沼ノ端駅、植苗駅、勇払駅)
・道南バス㈱ (市内20路線、都市間5路線)
・あつまバス㈱(都市間3路線) ・北海道中央バス㈱(都市間1路線)

苫小牧市

苫小牧市は、北海道の胆振東部地方、札幌市から南に約５０㎞に位置して
おり、人口が約１７万人と道内第４位の人口規模を有している。市内の交通
状況としては、国際拠点港湾である苫小牧港が立地しているほか、北海道
の空の玄関である新千歳空港までは約４０分程度と至近にある。道路につ
いては、市内に高速道路のICが６か所立地し、札幌、室蘭、日高方面に高規
格道路も含めた高速道路網を形成しており、それを補完する形で、国道、道
道などによる交通ネットワークが形成されているなど、移動及び物流の拠点
都市としての性格を有している。

概 要

平成３０年１２月１９日設置

○苫小牧市公共交通協議会開催状況
令和２年４月２５日（書面会議）
・地域公共交通調査事業（計画策定事業）交付申請
令和２年９月１７日 第２２回協議会を開催
・計画策定に関する調査結果 ・策定スケジュール ・再編シミュレーションの進め方
令和２年１１月２５日 第４回計画検討分科会を開催
・苫小牧市地域公共交通計画の構成 ・施策体系（案）
・苫小牧市内バス路線の将来構造（案） ・再編シミュレーションの設定



苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

＜具体的な調査内容＞
■ 地域現況調査
・ 地域別人口、年齢階層別人口、世帯数及び推移 ・ バス停留所から半径300ｍ圏、鉄道駅から半径800ｍ圏の公共交通カバー人口
・ 主要施設（学校、商業・医療・公共・福祉施設）の立地 ・ 地域別の学校等の数、生徒数 ・ 事業所数、従業者数、施設や宅地面積等

■ 公共交通現況調査
・ バス、ＪＲ、タクシーのダイヤ、乗客数など

■ 交通ニーズ把握調査（インターネットを活用したアンケート調査）

■ 将来需要の見通しと公共交通の問題・課題の整理
・ 旅客発生要因及び地域別将来人口を踏まえ、地区別の利用者の増減動向を予測するとともに、それに伴うバス路線の収支を予測する。
・ 各種調査内容や上位計画等を踏まえ、公共交通の問題・課題を整理し、求められる施策の方向性について整理する。

⇒ 調査結果を基に、バス路線再編シミュレーション実施、計画素案を作成。

●事業の結果概要
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※1：2014(平成27)年より、市立病院港町循環線へ統合
※2：2014(平成27)年より、千歳空港線へ統合

※2

市内路線バス路線別利用人数調査より、東西基幹軸を中心とした
路線の利用者数が突出しているが、ここ5年間の推移では、どの路
線も減少傾向となっている。
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「運転ができなくなった場合どうするか」というアンケート調査で
は、「路線バスを利用」との回答が最も多かった。

路線バスが市民の交通手段として重要であることから、バス路
線の再編により、より良い交通網の整備が求められている。



苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

＜調査結果及びシミュレーション結果より＞
■ バス路線や運行本数など公共交通サービスが需要の変化に追いついていない。
→ 郊外部の過疎化・高齢化により、買い物や通院などで出かけるための交通手段を持たない交通弱者の問題が深刻化。
→ 市内の東西に広く分散しているため、路線が複雑化し、効率的な運行が難しい。
→ バス路線再編シミュレーションとして、ルート見直しや支線等の再編ケースを４つ設定し、シミュレーションを実施。
→ シミュレーションの結果、バス路線再編により、バス事業性は向上するが、利用者負担は増加することから受容性や負担の軽減策が必要。

■ 「苫小牧市総合計画」では、持続可能な公共交通ネットワークの構築に向けて、本計画（地域公共交通計画）の策定のほか、路線補助や
予約運行型バス等の事業を位置付けている。

■ 「都市計画マスタープラン」では、「交通結節点形成」「バスによる基幹的公共交通網の形成」「鉄道網の維持」「デマンド交通等による生活の
足の確保」「利便性向上と利用促進」に取り組むこととしている。

⇒ 「苫小牧市地域公共交通計画」を本市の公共交通のマスタープランと位置付け、まちづくりの基本となる「苫小牧市総合計画」を上位計画とし、
「苫小牧市都市計画マスタープラン」など各種の関連計画と連携しながら、公共交通分野の取組方針を定める。

●事業の結果概要



苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

●地域公共交通計画等の計画策定に向けた方針

＜計画の基本理念＞ 「将来にわたり持続可能な公共交通ネットワークの形成」

本市の公共交通機関を取り巻く環境は、利用者減少に歯止めがかからず、大変厳しい状況となっている。その一方で、高齢化が進み、自家用車が
利用できない方にとっての「生活の足」として、公共交通機関の存在意義は高まっており、維持し続けることが大切である。
利便性向上、利用促進を図りながら、バス路線の再編など効率的、効果的な公共交通網を形成することによる収支改善、輸送密度の向上を目指し、
「利便性と効率性のバランス」の取れた対策により、将来にわたり持続可能な公共交通ネットワークを形成する。

＜具体的な施策＞
・ 東西の基幹軸におけるバス路線の効率化
・ 駅前の再整備や、乗り継ぎ拠点の整備、バス停留所の改善
・ デマンドバスの運行計画
・ 新たなモビリティサービスの導入検討（苫小牧版ＭａａＳ）
・ バスロケーションシステムの導入・利用促進

⇒ 「苫小牧市地域公共交通計画」を策定し、将来にわたる持続可能な公共交通
ネットワークの形成に向けて、協議・検討をしていく。

将来構造として、苫小牧駅を中心とした東西基幹軸と支線による再編を行う。



苫小牧市公共交通協議会 計画策定に係る事業の取組状況

新型コロナウイルス感染症の影響により、協議会の開催時期が遅れるなど、当初計画していたスケジュール通りに進まな
かったが、予定した事業は全て年度内に実施する予定である。

●事業実施の適切性

・事業は、計画どおり適切に実施されているものと考える。
・引き続き、路線再編も含めた地域公共交通の検討を継続していただきたい。

・また、今後、公共交通事業の収支率や公的資金投入額などの事業効率の改善等についても検証していくことをご検討いただき
たい。

●地方運輸局及び地方航空局における二次評価結果


